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本校の概要

中等普通教育

教員養成

教育研究

学校現場の魅力発信

働き方改革



カリキュラム・マネジメント

知識・技能

思考力・判断力・
表現力

学びに向かう力・
人間性

育成を目指す生徒像



①全体、各教科の研究進捗状況の確認と共有

（研究デザイン検討会←各教科会←主題研究部会）

②総合的な学習の時間（ER）ESDカレンダー、カリキュラム・マップの検討・作成

③SDGsを意識した総合的な学習の時間のカリキュラム開発

（各学年単元プログラムのPDCA）

④各教科・総合的な学習の時間における「学びに向かう力・人間性等」を測定

する評価指標の検討と実施

⑤オンライン教育実践発表会による各教科・総合的な学習の時間の研究公開

⑥岡山市内公立中学校との連携協働プロジェクト（テーマ：環境・防災・人権など）

１年間の主な取り組み



「学びの意義を理解し」
※学びとは？ 「学びの快楽－ダイアローグへ」（佐藤学著世織書房）より

ア．対象世界との出会いと対話（文化的・認知的実践）【世界づくり】

イ．他者との出会いと対話（社会的・政治的実践） 【仲間づくり】

ウ．自己との対話（実存的・倫理的実践） 【自分づくり】

・・・対話的コミュニケーションや反省的思考（吟味）により成り立つ

ア．人間が人間として発達し、人間的本質を実現するために【本質的意義】

イ．獲得した知識や教養を社会に生かすために【社会的・客観的意義】

ウ．自己の意欲やキャリア（生き方）の実現のために【主観的意義】

各教科の学び
SDGsの繋がり

総合的な学習の
時間や各教科の
探究的な学び

「学びの場」として
の学校

①全体、各教科の研究進捗状況の確認と共有（研究デザイン検討会）



「自ら学び続ける」

「コンピテンシー（非認知スキル）」の伸長

（例）自己効力・耐性・決断力・共感・傾聴力・柔軟性

①粘り強い取組を行おうとする側面

②自らの学習を調整しようとする側面

「探究的な（課題解決的な）学習活動の過程」

「生徒を学習の主体にさせる4段階アプローチ」

問題をつかむ
解決の見通しを立てる

見通しに沿って活動し解決する
新たな問題をつかむ

学習課題の価値の自覚
学習課題の解決の計画化

学習課題の追求
学習課題の解決の評価

①全体、各教科の研究進捗状況の確認と共有（研究デザイン検討会）



各教科研究において特に重視する項目

最重点項目に◎ 重点項目に〇

研究の手立て・・・主たる指導区分
SDGsの視点・・・特にSDGsの視点が関連付けられているもの

①全体、各教科の研究進捗状況の確認と共有（研究デザイン検討会）



【国語科】

他者との協働を通じて自らの
考えを広げ深める生徒の育成

ー批判的思考と創造的思考の往還
を促すカリキュラム・デザインー

①全体、各教科の研究進捗状況の確認と共有（研究デザイン検討会）



【数学科】
事象を数理的に捉え、数学の問題を
見いだし，問題を自立的，協働的に
解決することができる生徒の育成

①全体、各教科の研究進捗状況の確認と共有（研究デザイン検討会）



【家庭科】
SDGsを意識し，持続可能な社会の構築の視点で

意思決定できる生徒の育成
―「多様なライフスタイル」を鍵概念とした中学校技術・家
庭（家庭分野）のA家族・家庭領域におけるカリキュラム作

成の工夫を通して－

①全体、各教科の研究進捗状況の確認と共有（研究デザイン検討会）



【総合（ER）】
ＳＤＧｓを意識した単元学習プログラムと個人

テーマ探究活動の充実
～多様な専門・外部機関との連携・協働を活かして～

・「ＥＳＤの学習指導過程を構想し展開する

ために必要な枠組み」（国立教育政策研究所2012）

・社会課題への関心を高める講座制授業

（平和・福祉・国際・環境など）

・インプット(第１学年)→プレ探究(第２学年)

→個人探究(第３学年)

社会への発信・参画・貢献など

３年間の学びを見通したテーマ別探究活動

①全体、各教科の研究進捗状況の確認と共有（研究デザイン検討会）



本校の
総合的な学習の時間（ER）

の目標

②総合的な学習の時間（ER）ESDカレンダー、カリキュラム・マップの検討・作成



３年間を見据えた学習プログラム
とSDGs・ESDの視点を整理

②総合的な学習の時間（ER）ESDカレンダー、カリキュラム・マップの検討・作成



各学年別
で

つながりを
見える化

（例）３年
「学びの
カレンダー」

②総合的な学習の時間（ER）ESDカレンダー、カリキュラム・マップの検討・作成



カリキュラム・マップ

②総合的な学習の時間（ER）ESDカレンダー、カリキュラム・マップの検討・作成



単元学習プログラムの整理

③SDGsを意識した総合的な学習の時間のカリキュラム開発



単元学習プログラムの整理
③SDGsを意識した総合的な学習の時間のカリキュラム開発



④各教科・総合における「学びに向かう力・人間性等」を測定する評価指標の検討と実施

【本校版】目指す生徒像に基づく「学びに向かう力・人間性等」の評価項目
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(R2.前期末10月初旬実施) 第１～３学年 集計協力：岡山大学中山芳一准教授研究室

グループ学習
ペア・班活動
国語社会 SDGs 
国際交流
フィールドワーク
部活動など

ＥＲ 探究活動
家庭科 保健
理科 数学
道徳 委員会など

自主レポート
新聞づくり
ノート整理
ＥＲ探究
地域活動 買物
塾 家族会話など

④各教科・総合における「学びに向かう力・人間性等」を測定する評価指標の検討と実施



外部評価指標「Ai GROW」（IGS社）の活用
・年間４回実施

【前期】７月・１０月 【後期】１２月・２月
・全校生徒のコンピテンシーを可視化
・生徒自身が日常生活を省察、改善する機会として
・本校版「学びに向かう力・人間性等」のエビデンスとして
・本校教育活動を改善・充実させる機会として

④各教科・総合における「学びに向かう力・人間性等」を測定する評価指標の検討と実施



振り返りシート（個人）の項目から

•スコアの高いコンピテンシーについて、なぜ／どのような行
動をしていることでそうなったと思うか？

•今後、もっとも伸ばしたいコンピテンシーは？

•「自分が伸ばしたい項目」が高い人はどんな行動をとってい
ると思うか？

•コンピテンシーを高めるためにどうする？

①学校の各教科・総合の授業で

②学校（学年）行事、委員会、部活動で

③学校でのコミュニケーション（友人関係）で

④学校外の場所（家庭や地域）で

④各教科・総合における「学びに向かう力・人間性等」を測定する評価指標の検討と実施



Ai GROWで計測できるコンピテンシー

課題設定

認
知

自
己

状況を的確に把握しながら「何をすべきか」「どうやって成
し遂げるか」を自ら考え出せる能力

解決意向 課題を解決するために必要な計画や方法を自ら具体的に立案
しながら取り組むことのできる能力

論理的思考

疑う力

創造性

道理や筋道に即って物事を深く考えることができ、複雑なこ
とでも分かりやすく説明できる能力

他者の意見をそのまま鵜呑みにすることなく、必要に応じて
建設的な反論をすることのできる能力

自分ならではの独自性に加えて、実現可能な生産性を伴った
アイデアを出すことのできる能力

個人的実行力

内的価値

ヴィジョン

自己効力

成長

興味

耐性

感情コントロール

決断力

自らの意思によって行動を起こして計画を進め、何事にも自
ら進んで取り組むことのできる能力

物事を自分の価値観で判断し、情熱・才能・知識・人脈・人
格・目的の要素から分析できる能力

将来、自分がどのように成長していたいかなど、未来の目標
を明確に持つことのできる能力

何らかの課題に直面しても、「自分ならできる」と自信を
持って物事を進めることのできる能力

どんな難題に対しても「自分の成長につながる」と信じて積
極的に取り組むことのできる能力

自分が知らない・興味のない分野のことであっても、情報を
積極的に収集することのできる能力

困難な状況であっても、自分で決めたことは最後までしっか
りとやり抜くことができる能力

負荷が掛かる状況であっても、自分のストレスを自分自身で
コントロールすることのできる能力

自分の考えと客観的な事実とを照らし合わせながら判断し、
物事を決めることのできる能力

コンピテンシー 詳細 コンピテンシー 詳細

他
者

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

表現力
自分の考えや思いはもちろん、どんなことでも相手が理解し
やすいように伝えることのできる能力

共感・傾聴力
相手の話を真剣に聴き、相手を深いレベルで理解し、相手の
気持ちを尊重することのできる能力

分野 分野

外交性
たとえそこが未知の環境であったとしても、自ら進んでその
環境に飛び込むことのできる能力

柔軟性
変化への対応力とともに、その場その場で機転を利かせて行
動を適宜修正することのできる能力

寛容 自分とは考えや意見の異なる相手に対しても理解を示し、そ
れを許容する態度が持てる能力

影響力の行使
他者に対して自分の考えや目的を伝えながら、ともに協働し
て物事を進めることのできる能力

情熱・宣教力 揺るぎない情熱をもって自分の考えを他者に広め、それを納
得させることのできる能力

組織への働きかけ
目標を達成するためにチームワークを高め、前向きな雰囲気
を作り出すことのできる能力

地球市民
自分が住む地域や日本のことはもちろん、世界の一員として
何ができるか考えられる能力

組織への
コミットメント

誠実さ

組織の目的や目標を正しく理解した上で、その実現のために
真剣に動くことができる能力

どんな状況であっても、周囲に正しい行いをするように働き
掛けることのできる能力

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★：計測したコンピテンシー（13項目）

※計測するコンピテンシーとその数は自由にお選びいただけます。

主
に
教
科
等
で
育
て
る
力

主に教科横断的・総合的に育てる力

自己・他者評価④各教科・総合における「学びに向かう力・人間性等」を測定する評価指標の検討と実施



Ai GROWによるコンピテンシーの可視化
【７月】第１回⇒【８・９月】ＥＲ（個人テーマ探究）⇒【１０月】第２回

中央値の上昇が大きい項目「創造性」（７ポイント↑） 「影響力の行使」（６ポイント↑） 「地球市民」（５ポイント↑）

スコア上昇の生徒数が最多の項目

「創造性」（６７名は１０ポイント以上↑ ※内２２名は２０ポイント以上↑）

④各教科・総合における「学びに向かう力・人間性等」を測定する評価指標の検討と実施



④各教科・総合における「学びに向かう力・人間性等」を測定する評価指標の検討と実施

本校の目指す生徒像と
Ai GROWで可視化するコンピテンシーの詳細の関連付け

「個人的実行力」
自らの意思によって行動を起こして計画を進め、何事にも自ら進んで取り組むことのできる能力

「耐性」 困難な状況であっても、自分で決めたことは最後までしっかりとやり抜くことができる能力
「共感・傾聴力」

相手の話を真剣に聴き、相手を深いレベルで理解し、相手の気持ちを尊重することのできる能力

「表現力」 自分の考えや思いはもちろん、どんなことでも相手が理解しやすいように伝えることのできる能力
「影響力の行使」

他者に対して自分の考えや目的を伝えながら、ともに協働して物事を進めることのできる能力
「地球市民」

自分が住む地域や日本のことはもちろん、世界の一員として何ができるか考えられる能力

「自己効力」
何らかの課題に対しても「自分ならできる」と自信を持って物事を進めることのできる能力

「決断力」 自分の考えと客観的な事実とを照らし合わせながら判断し、物事を決めることのできる能力
「柔軟性」 変化への対応力とともに、その場その場で機転を利かせて行動を適宜修正することのできる能力

自主自律

豊かな心で

たくましく



相互評価スコア（全校）

④各教科・総合における「学びに向かう力・人間性等」を測定する評価指標の検討と実施



自己評価スコア（全校）
④各教科・総合における「学びに向かう力・人間性等」を測定する評価指標の検討と実施



主な成果

○共通研究主題に基づく研究推進により、「学びの意義を理解し自ら

学び続ける生徒」のカリキュラム・マネジメントを図ることができた。

○SDGsを意識した総合的な学習の時間の「学びのカレンダー」と「カ

リキュラム・マップ」を作成し、単元学習プログラムを組織的・計画的

にPDCAで実施する基盤が整った。

○本校版「目指す生徒像に基づく学びに向かう力・人間性等」の自己

評価と、新たに採用した外部評価指標「Ai GROW」の計測コンピテン

シーを用いることで、生徒の資質・能力の伸長を可視化することが

できた。

○研究を推進する学校組織風土の醸成が進んだ。



主な課題

●「学びの意義を理解し自ら学び続ける」「SDGsを意識した学びに向かう力・

人間性等」の視点をより明確にする。

●効果的なカリキュラム・マネジメントに関する実践研究を行い、本校が目指

す生徒像「自主自律豊かな心でたくましく」を具現化した「生徒像・リーダー

像」について、認知および非認知の両側面から評価を行う。

●総合的な学習の時間の「学びのカレンダー」と「カリキュラム・マップ」を活用

し、単元学習プログラムが生徒の「SDGsを意識した学びに向かう力・人間性

等」をより育成するものとなるようPDCAを継続する。

●可視化されたコンピテンシー（非認知スキル）について、生徒一人一人が自

らの学びを省察し改善できるような手立ての工夫を行う。



★全体研究では

国立教育政策研究所 教育課程研究センター研究開発部
教育課程調査官 遠山 一郎 先生

岡山大学大学院教育学研究科 教 授 川田 力 先生
中国学園大学・中国短期大学 副学長 住野 好久 先生
岡山理科大学教育推進機構教職支援センター長 教 授 岡本 弥彦 先生
岡山大学 全学教育・学生支援機構 准教授 中山 芳一 先生

★各教科研究では

岡山大学教育学部および岡山大学大学院教育学研究科
岡山県教育委員会 岡山市教育委員会 の諸先生方

にご指導ご助言を賜っております。
御清聴ありがとうございました。


